
(57)【要約】

【課題】　クマザサ中の有効成分を効率的に抽出し、優

れた効果のある外皮用剤を提供する。

【解決手段】　クマザサを１乃至３気圧下で熱水抽出す

ることで、クマザサ中の有効成分を効率的に抽出するこ

とができる。さらに、クマザサ熱水抽出物（クマザサエ

キス）に、スクアラン、ヒアルロン酸、天然ビタミンＥ

、アロエエキス、水溶性コラーゲン、アラントイン、ユ

キノシタエキス、ビタミンＢ２、甘草エキス、オウバエ

キス、エイジツエキスから選ばれた１種又は２種以上の

成分を添加することで、さらに優れた外皮用剤を提供す

ることができる。

【選択図】　　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 １ 乃 至 ３ 気 圧 の 加 圧 下 で 熱 水 抽 出 さ れ た ク マ ザ サ 熱 水 抽 出 物 （ ク マ ザ サ エ キ ス ） を 有 効
成 分 と す る こ と を 特 徴 と す る 外 皮 用 剤 。
【 請 求 項 ２ 】
　 （ ａ ） ク マ ザ サ 熱 水 抽 出 物 （ ク マ ザ サ エ キ ス ） 並 び に 、 （ ｂ ） ス ク ア ラ ン 、 ヒ ア ル ロ ン
酸 、 天 然 ビ タ ミ ン Ｅ 、 ア ロ エ エ キ ス 、 コ ラ ー ゲ ン 、 ア ラ ン ト イ ン 、 ユ キ ノ シ タ エ キ ス 、 ビ
タ ミ ン Ｂ ２ 、 甘 草 エ キ ス 、 オ ウ バ エ キ ス 、 エ イ ジ ツ エ キ ス か ら 選 ば れ た １ 種 又 は ２ 種 以 上
の 成 分 を 有 効 成 分 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 外 皮 用 剤 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ク マ ザ サ を １ 乃 至 ３ 気 圧 の 加 圧 下 で 熱 水 抽 出 し 、 得 ら れ た ク マ ザ サ 熱 水 抽 出 物 （ ク マ ザ
サ エ キ ス ） を 有 効 成 分 と す る こ と を 特 徴 と す る 外 皮 用 剤 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 （ ａ ） ク マ ザ サ 熱 水 抽 出 物 （ ク マ ザ サ エ キ ス ） に 、 （ ｂ ） ス ク ア ラ ン 、 ヒ ア ル ロ ン 酸 、
天 然 ビ タ ミ ン Ｅ 、 ア ロ エ エ キ ス 、 コ ラ ー ゲ ン 、 ア ラ ン ト イ ン 、 ユ キ ノ シ タ エ キ ス 、 ビ タ ミ
ン Ｂ ２ 、 甘 草 エ キ ス 、 オ ウ バ エ キ ス 、 エ イ ジ ツ エ キ ス か ら 選 ば れ た １ 種 又 は ２ 種 以 上 の 成
分 を 添 加 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 外 皮 用 剤 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ク マ ザ サ の 熱 水 抽 出 物 （ ク マ ザ サ エ キ ス ） を 有 効 成 分 と し て 含 有 す る 外 皮 用
剤 、 す な わ ち 、 外 皮 薬 剤 、 美 容 パ ッ ク 剤 、 ピ ー リ ン グ ジ ェ ル 、 化 粧 水 等 と 、 こ れ ら の 製 造
方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ク マ ザ サ の 有 効 成 分 と し て 、 葉 緑 素 、 多 糖 類 、 ビ タ ミ ン Ｋ 、 フ ラ ボ ノ イ ド 、 ミ ネ ラ ル 等
が あ り 、 葉 緑 素 は 、 血 液 の 浄 化 や 増 血 作 用 が あ り 、 粘 膜 や 、 表 皮 の 再 生 、 強 化 、 新 陳 代 謝
の 向 上 の 他 、 脱 臭 効 果 が 大 で あ る 。 多 糖 類 は 、 体 の 自 然 治 癒 力 を 強 化 す る 作 用 が あ り 、 近
年 ガ ン 予 防 の 効 果 も 認 め ら れ て い る 。 又 さ ら に 、 ビ タ ミ ン Ｋ や フ ラ ボ ノ イ ド は 防 腐 作 用 や
、 殺 菌 作 用 が あ り 、 ビ タ ミ ン Ｋ は 止 血 作 用 も あ る と さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照
） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ク マ ザ サ 抽 出 物 は 皮 膚 科 で の 用 途 と し て 、 化 膿 性 皮 膚 疾 患 、 面 庖 、 水 疱 、 じ ん 麻 疹 、 水
虫 、 虫 さ さ れ 、 ア レ ル ギ ー 性 皮 膚 炎 、 各 種 湿 疹 、 薬 疹 、 ニ キ ビ 、 シ ミ 、 イ ボ 等 に 対 し 効 果
が あ る と さ れ て い る （ 例 え ば 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ク マ ザ サ か ら 有 効 成 分 を 抽 出 す る に は 、 ビ タ ミ ン Ｋ 等 加 熱 に 弱 い 成 分 の 分 解 を 防 ぐ た め
冷 水 に よ る 抽 出 が 良 い と い わ れ て い る （ 例 え ば 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 ク マ ザ サ の 葉 を 非 高 温 の 条 件 下 で 圧 搾 す る 方 法 も 開 示 さ れ て い る （ 例 え ば 特 許 文
献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 さ ら に 、 ク マ ザ サ の 熱 水 抽 出 成 分 と エ タ ノ ー ル 抽 出 成 分 の 混 合 液 を 利 用 す る 方 法 も 開 示
さ れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 あ る い は 、 ク マ ザ サ を 焼 酎 に 入 れ て エ キ ス を 抽 出 す る 方 法 も あ る （ 例 え ば 特 許 文 献 ３ 参
照 ） 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ３ ２ ５ ０ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ １ － ２ ４ ３ ９ １ ２ 号 公 報
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【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ５ － ２ ４ ４ ８ ６ ３ 号 公 報
【 非 特 許 文 献 １ 】 ” 熊 笹 の 利 用 法 ” 、 ［ ｏ ｎ ｌ ｉ ｎ ｅ ］ ［ 平 成 １ ４ 年 １ １ 月 ２ ５ 日 検 索 ］
、 イ ン タ ー ネ ッ ト ＜ Ｕ Ｒ Ｌ ： ｈ ｔ ｔ ｐ ： //ｐ ｌ ａ ｚ ａ ． ｒ ａ ｋ ｕ ｔ ｅ ｎ ． ｃ ｏ ． ｊ ｐ /ｋ
ｅ ｎ ｋ ｏ ｕ ｋ ａ ｉ ｒ ｏ /０ １ ０ ０ ０ ２ ＞
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ク マ ザ サ か ら 有 効 成 分 を 抽 出 し よ う と す る 場 合 、 有 機 溶 媒 を 使 用 す る と 、 有 機 溶 媒 の 取
り 扱 い に 十 分 留 意 す る 必 要 が あ る と と も に 、 コ ス ト が か か る と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 、
有 機 溶 媒 を 使 用 す る と 、 エ キ ス 中 の 微 量 成 分 に 物 性 変 化 が 生 じ る 懸 念 も 生 じ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 一 方 、 水 抽 出 で は 上 記 の 問 題 点 は 回 避 さ れ る が 、 冷 水 抽 出 で は 抽 出 効 率 が 低 く 、 時 間 的
、 労 力 的 に 負 担 が 大 き く な る 。 ま た 非 加 熱 の 状 態 で ク マ ザ サ を 圧 搾 機 で 圧 搾 す る 方 法 は 、
圧 搾 粕 に か な り の 有 効 成 分 が 残 留 す る 可 能 性 が あ り 、 ク マ ザ サ が 含 有 す る 有 効 成 分 の 利 用
率 が 低 下 す る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 上 記 の よ う な 問 題 点 を 解 決 し よ う と す る も の で あ っ て 、 ク マ ザ サ の 熱 水 抽 出 を
加 圧 下 で 行 い 、 加 熱 時 間 を で き る 限 り 短 時 間 に し て 有 効 成 分 の 熱 に よ る 変 化 を 防 止 し 、 あ
わ せ て 不 足 す る お そ れ の あ る 成 分 を 補 足 添 加 し 、 ク マ ザ サ 抽 出 物 の 効 果 を 十 分 に 発 揮 さ せ
る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
（ １ ） 本 発 明 の 第 １ は 、 １ 乃 至 ３ 気 圧 の 加 圧 下 で 熱 水 抽 出 さ れ た ク マ ザ サ 熱 水 抽 出 物 （ ク
マ ザ サ エ キ ス ） を 有 効 成 分 と す る こ と を 特 徴 と す る 外 皮 用 剤 で あ る 。
　 １ 気 圧 以 下 で は 加 圧 の 効 果 が 十 分 発 揮 で き な い お そ れ が あ り 、 ３ 気 圧 以 上 と し て も 加 圧
に よ る 効 果 の 上 昇 は 期 待 で き な い ば か り か 、 有 効 成 分 の 変 質 を 助 長 す る お そ れ が 生 じ る か
ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
（ ２ ） 本 発 明 の 第 ２ は 、 （ ａ ） ク マ ザ サ 熱 水 抽 出 物 （ ク マ ザ サ エ キ ス ） 並 び に 、 （ ｂ ） ス
ク ア ラ ン 、 ヒ ア ル ロ ン 酸 、 天 然 ビ タ ミ ン Ｅ 、 ア ロ エ エ キ ス 、 コ ラ ー ゲ ン 、 ア ラ ン ト イ ン 、
ユ キ ノ シ タ エ キ ス 、 ビ タ ミ ン Ｂ ２ 、 甘 草 エ キ ス 、 オ ウ バ エ キ ス 、 エ イ ジ ツ エ キ ス か ら 選 ば
れ た １ 種 又 は ２ 種 以 上 の 成 分 を 有 効 成 分 と す る こ と を 特 徴 と す る 前 項 （ １ ） 記 載 の 外 皮 用
剤 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 第 ２ に 記 載 す る 外 皮 用 剤 は 、 本 発 明 の 第 １ に 記 載 す る ク マ ザ サ の 熱 水 抽 出 物 の
み で は 、 ク マ ザ サ 中 の 油 溶 性 有 効 成 分 や 、 加 熱 で 分 解 又 は 変 質 す る お そ れ の あ る 成 分 が 不
足 す る お そ れ が あ り 、 こ れ ら 不 足 す る お そ れ の あ る 成 分 を 添 加 し 、 薬 理 効 果 を 十 分 に 発 揮
さ せ よ う と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 添 加 す る 成 分 の １ つ と し て 、 ス ク ア ラ ン は 、 皮 膚 の 保 湿 及 び 柔 軟 性 を 維 持 す る 作 用 が 期
待 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 添 加 す る 成 分 と し て あ げ ら れ る ヒ ア ル ロ ン 酸 は 、 皮 膚 の 角 質 保 護 及 び 柔 軟 性 、 弾 力 性 の
維 持 と 保 湿 作 用 が あ り 、 乾 燥 肌 か ら 守 る 作 用 が 期 待 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ビ タ ミ ン Ｅ は 、 酸 化 防 止 剤 、 血 管 拡 張 剤 、 血 行 促 進 、 過 酸 化 脂 質 抑 制 機 能 が 期 待 さ れ る
も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ア ロ エ エ キ ス は 、 皮 膚 損 傷 治 療 作 用 、 メ ラ ニ ン 生 成 抑 制 作 用 が あ り 、 美 白 効 果 が 期 待 さ
れ る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
　 コ ラ ー ゲ ン は 、 皮 膚 の 弾 性 の 維 持 、 皮 膚 角 質 の 保 湿 、 皮 膚 の 老 化 防 止 と 若 返 り 作 用 が 期
待 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ア ラ ン ト イ ン は 、 細 胞 壊 死 組 織 、 又 は 鱗 屑 を 除 去 （ 剥 離 ） す る 作 用 が あ る と 同 時 に 、 新
し い 正 常 な 皮 膚 組 織 の 生 長 を 助 長 す る の で 、 創 傷 、 潰 傷 、 や け ど の 手 当 て 、 湿 疹 の よ う な
皮 膚 科 疾 患 に 効 果 が あ り 、 ア ラ ン ト イ ン に よ る 傷 の 治 癒 の 特 徴 は 、 ケ ロ イ ド の 生 成 が な い
こ と で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ユ キ ノ シ タ エ キ ス は 、 過 酸 化 脂 質 の 精 製 を 抑 制 す る 作 用 が あ る と と も に 美 白 作 用 が あ り
、 ま た 消 臭 剤 と し て も 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ビ タ ミ ン Ｂ ２ は 脂 肪 の 分 解 や タ ン パ ク 質 合 成 の 働 き が あ り 、 過 酸 化 脂 質 の 生 成 を 抑 制 す
る 作 用 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 甘 草 エ キ ス は 、 抗 チ ロ シ ナ ー ゼ 活 性 作 用 が あ り 、 メ ラ ニ ン の 生 成 を 抑 制 す る こ と か ら 美
白 作 用 が あ り 、 ま た 活 性 酸 素 を 除 去 す る 作 用 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 オ ウ バ エ キ ス は 、 防 腐 作 用 、 制 菌 作 用 が あ る と と も に 、 抗 炎 症 、 抗 ア レ ル ギ ー 作 用 が あ
り 、 ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 を 改 善 す る と い わ れ 、 さ ら に 肌 の 新 陳 代 謝 を 促 進 す る こ と も 期 待 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 エ イ ジ ツ エ キ ス は 、 過 酸 化 脂 質 の 生 成 を 抑 制 し 、 皮 膚 細 胞 を 活 性 化 し 美 白 作 用 が 期 待 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 上 に 記 載 し た ス ク ア ラ ン か ら エ イ ジ ツ エ キ ス ま で の １ １ 種 の 成 分 の う ち 、 １ 種 又 は ２
種 以 上 を ク マ ザ サ の 熱 水 抽 出 物 に 添 加 す る こ と で 、 ク マ ザ サ の 有 す る 薬 理 作 用 を さ ら に 強
化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
（ ３ ） 本 発 明 の 第 ３ は 、 ク マ ザ サ を １ 乃 至 ３ 気 圧 の 加 圧 下 で 熱 水 抽 出 し 、 得 ら れ た 熱 水 抽
出 物 （ ク マ ザ サ エ キ ス ） を 有 効 成 分 と す る こ と を 特 徴 と す る 外 皮 用 剤 の 製 造 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 １ 気 圧 以 下 で は 加 圧 の 効 果 が 十 分 発 揮 で き な い お そ れ が あ り 、 ３ 気 圧 以 上 と し て も 加 圧
に よ る 効 果 の 上 昇 は 期 待 で き な い ば か り か 、 有 効 成 分 の 変 質 を 助 長 す る お そ れ が あ る か ら
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
（ ４ ） 本 発 明 の 第 ４ は 、 （ ａ ） ク マ ザ サ 熱 水 抽 出 物 （ ク マ ザ サ エ キ ス ） に 、 （ ｂ ） ス ク ア
ラ ン 、 ヒ ア ル ロ ン 酸 、 天 然 ビ タ ミ ン Ｅ 、 ア ロ エ エ キ ス 、 コ ラ ー ゲ ン 、 ア ラ ン ト イ ン 、 ユ キ
ノ シ タ エ キ ス 、 ビ タ ミ ン Ｂ ２ 、 甘 草 エ キ ス 、 オ ウ バ エ キ ス 、 エ イ ジ ツ エ キ ス か ら 選 ば れ た
１ 種 又 は ２ 種 以 上 の 成 分 を 添 加 す る こ と を 特 徴 と す る 前 項 （ ３ ） 記 載 の 外 皮 用 剤 の 製 造 方
法 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 の 第 ４ に 記 載 す る 外 皮 用 剤 の 製 造 方 法 は 、 本 発 明 の 第 ３ に 記 載 す る ク マ ザ サ を 加
圧 下 で 熱 水 抽 出 す る と と も に 、 前 記 ス ク ア ラ ン 以 下 １ １ 種 の 成 分 の う ち 、 １ 種 又 は ２ 種 以
上 の 成 分 を 添 加 す る 方 法 で あ り 、 ク マ ザ サ の 熱 水 抽 出 物 の み で は 不 足 す る お そ れ の あ る 成
分 を 補 充 強 化 す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 請 求 項 １ に 示 す よ う に 、 １ 乃 至 ３ 気 圧 下 で 熱 水 抽 出 さ れ た ク マ ザ サ 熱 水 抽 出 物 （ ク マ ザ
サ エ キ ス ） を 有 効 成 分 と す る こ と で 、 ク マ ザ サ 中 に 含 ま れ る 有 効 成 分 を 効 率 的 に 利 用 で き
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、 優 れ た 効 果 の あ る 外 皮 用 剤 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 請 求 項 ２ に 示 す よ う に 、 ク マ ザ サ 熱 水 抽 出 物 （ ク マ ザ サ エ キ ス ） に ス ク ア ラ ン 、 ヒ ア ル
ロ ン 酸 、 天 然 ビ タ ミ ン Ｅ 、 ア ロ エ エ キ ス 、 コ ラ ー ゲ ン 、 ア ラ ン ト イ ン 、 ユ キ ノ シ タ エ キ ス
、 ビ タ ミ ン Ｂ ２ 、 甘 草 エ キ ス 、 オ ウ バ エ キ ス 、 エ イ ジ ツ エ キ ス か ら 選 ば れ た １ 種 又 は ２ 種
以 上 の 成 分 を 添 加 す る こ と で 、 さ ら に 優 れ た 外 皮 用 剤 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 請 求 項 ３ は 、 ク マ ザ サ 中 の 有 効 成 分 を 効 率 的 に 抽 出 す る 外 皮 用 剤 の 製 造 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 請 求 項 ４ は 、 ク マ ザ サ 熱 水 抽 出 物 （ ク マ ザ サ エ キ ス ） に ス ク ア ラ ン 等 の 補 助 成 分 を 添 加
す る こ と で 、 さ ら に 優 れ た 効 果 の あ る 外 皮 用 剤 を 製 造 す る 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 発 明 の 外 皮 用 剤 に は 、 外 皮 薬 剤 、 美 容 パ ッ ク 剤 、 ピ ー リ ン グ ジ ェ ル 、 化 粧 水 等 が 含 ま
れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 図 １ は ク マ ザ サ の 熱 水 抽 出 物 （ ク マ ザ サ エ キ ス ） を 有 効 成 分 と す る 外 皮 用 剤 の 製 造 工 程
を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
（ １ ） ク マ ザ サ 採 集 ： 山 野 で 採 取 し た ク マ ザ サ は 、 で き る だ け 新 鮮 な 状 態 で 加 工 処 理 す る
こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
（ ２ ） 貯 蔵 ： 採 集 か ら 加 工 ま で の 間 、 一 時 貯 蔵 す る 場 合 は 、 冷 蔵 又 は 乾 燥 す る こ と が 必 要
で あ る 。 常 温 で 生 葉 を 長 時 間 放 置 す る と 発 酵 し て 変 質 す る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
（ ３ ） 洗 浄 ： 採 集 し た ク マ ザ サ に 異 質 が 混 入 し て い た り 、 汚 れ が 付 着 し て い る 場 合 は 、 当
然 の こ と で あ る が 洗 浄 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
（ ４ ） 脱 水 ： 異 物 や 汚 れ を 含 ん だ 洗 浄 水 は 脱 水 除 去 し 、 清 浄 な ク マ ザ サ を 次 の 工 程 に 送 る
。
【 ０ ０ ４ １ 】
（ ５ ） 加 圧 蒸 煮 ： 洗 浄 さ れ た ク マ ザ サ は 、 加 圧 蒸 煮 缶 に 投 入 さ れ る が 、 こ の 際 、 ク マ ザ サ
は 葉 の 芯 を 取 除 い て か ら 幅 ２ 乃 至 ３ ｍ ｍ に 裁 断 し た 方 が 良 い 。
　 加 圧 蒸 煮 す る と き 、 添 加 す る 水 の 量 は 生 葉 １ ｋ ｇ に 対 し 約 ２ Ｌ で 良 い 。
　 加 圧 は １ 気 圧 か ら ３ 気 圧 の 範 囲 で よ く 、 ２ 気 圧 前 後 が 最 も 適 当 と 思 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
（ ６ ） 放 冷 ： 加 圧 蒸 煮 缶 で 加 熱 し て 、 必 要 な 圧 力 に 到 達 し た ら 加 熱 を 停 止 し 、 そ の ま ま 放
冷 し て 常 温 に す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
（ ７ ） 搾 汁 ： 缶 の 内 容 物 が 常 温 に な る と 、 缶 か ら 取 り 出 し 、 加 圧 搾 汁 し 、 抽 出 液 （ ク マ ザ
サ エ キ ス ） と 抽 出 粕 に 分 離 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
（ ８ ） 混 合 ： 抽 出 液 （ ク マ ザ サ エ キ ス ） に ス ク ア ラ ン 等 の 添 加 成 分 を 混 合 し て 外 皮 用 剤 を
製 造 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 上 記 図 １ に 示 し た 外 皮 用 剤 の 製 造 方 法 は 、 本 発 明 の １ 実 施 形 態 を 示 し た も の で あ っ て 、
本 発 明 を 限 定 す る も の で は な い 。 ま た 以 下 に 示 す 実 施 例 も 本 発 明 を 限 定 す る も の で は な い
。
【 実 施 例 １ 】
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【 ０ ０ ４ ６ 】
　 外 皮 用 剤 の 一 例 と し て ク マ ザ サ エ キ ス 入 り ピ ー リ ン グ ジ ェ ル の 配 合 例 を 示 す 。 各 成 分 の
配 合 比 は 質 量 ％ で 示 し た 。
　 精 製 水 １ ０ ％ 、 ブ チ レ ン グ リ コ ー ル １ ０ ％ 、 ク マ ザ サ 熱 水 抽 水 物 （ ク マ ザ サ エ キ ス ） ８
％ 、 カ ル ボ マ ー ８ ％ 、 Ｐ Ｅ Ｇ － ２ ０ ソ ル ビ タ ン コ コ エ ー ト ８ ％ 、 ス ク ワ ラ ン ８ ％ 、 ヒ ア ル
ロ ン 酸 ナ ト リ ウ ム ７ ％ 、 水 溶 性 コ ラ ー ゲ ン ７ ％ 、 オ ウ バ ク エ キ ス ７ ％ 、 天 然 ビ タ ミ ン Ｅ ５
％ 、 ア ロ エ エ キ ス ３ ％ 、 ア ラ ン ト イ ン ３ ％ 、 グ リ チ ル 酸 ２ カ リ ウ ム ３ ％ 、 ユ キ ノ シ タ エ キ
ス ３ ％ 、 リ ボ ラ ラ ビ ン ３ ％ 、 エ イ ジ ツ エ キ ス ３ ％ 、 水 酸 化 カ リ ウ ム ３ ％ 、 パ ラ ベ ン １ ％ 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 上 記 ク マ ザ サ エ キ ス 入 り ピ ー リ ン グ ジ ェ ル は 、 皮 膚 に 擦 り 込 ん で マ ッ サ ー ジ を す る こ と
に よ り 、 動 脈 や 静 脈 の 抹 消 血 管 の 血 行 を 改 善 し 、 血 行 不 順 に よ る 肌 色 の む ら 、 く す み 、 つ
や の な さ 等 を 予 防 改 善 す る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 頭 皮 の 油 脂 を 分 解 し 、 頭 皮 や 毛 髪 に 必 要 な 栄 養 素 を 補 給 し 、 脱 毛 を 防 ぎ 、 毛 髪 育
成 の 機 能 低 下 を 防 止 す る 作 用 が 認 め ら れ た 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 さ ら に 足 の 裏 の ウ オ ノ メ の 除 去 や 、 多 く の 女 性 に 見 ら れ る セ ル ラ イ ト の 症 状 の 改 善 に 効
果 が あ っ た 。 セ ル ラ イ ト と は 、 皮 下 組 織 中 の 血 行 不 良 が 原 因 で 、 肥 大 化 し た 脂 肪 の ま わ り
に 老 廃 物 や 水 分 が た ま っ た 状 態 で 、 主 に 、 下 腹 部 、 尻 、 大 腿 部 に で き や す く 、 見 た 目 に 悪
い ば か り か 、 肌 も か さ つ く 原 因 と も な る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 外 皮 用 剤 の 一 例 と し て 茶 色 エ キ ス 美 容 液 が あ る 。
　 本 品 は い わ ゆ る フ ル ー ツ 酸 を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。 こ こ で い う フ ル ー ツ 酸 と は 、
ア ル フ ァ ヒ ド ロ キ シ 酸 で あ り 、 有 離 の 酸 の ほ か 、 酸 無 水 物 あ る い は ア ル フ ァ ヒ ド ロ キ シ 酸
の ク ラ チ ド を 含 む 。 こ れ ら の 中 に は 、 例 え ば 、 グ リ コ ー ル 酸 、 乳 酸 、 リ ン ゴ 酸 、 ク エ ン 酸
、 酒 石 酸 、 グ ル コ ン 酸 、 焦 性 ブ ド ウ 酸 な ど が 含 ま れ る 。 フ ル ー ツ 酸 を 含 む こ と で 皮 膚 へ の
浸 透 性 を 高 め 、 ｐ Ｈ を 調 整 し 、 皮 膚 の 活 性 化 、 新 陳 代 謝 作 用 の 改 善 に 効 果 が 期 待 で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 次 に 上 記 茶 色 エ キ ス 美 容 液 の 配 合 例 を 示 す 。 配 合 量 は 質 量 ％ で あ る 。
　 ク マ ザ サ 熱 水 抽 出 物 （ ク マ ザ サ エ キ ス ） ９ ％ 、 フ ル ー ツ 酸 ９ １ ％ 、 フ ル ー ツ 酸 の 内 訳 、
グ リ コ ー ル 酸 １ ３ ％ 、 乳 酸 １ ３ ％ 、 リ ン ゴ 酸 １ ３ ％ 、 ク エ ン 酸 １ ３ ％ 、 酒 石 酸 １ ３ ％ 、 グ
ル コ ン 酸 １ ３ ％ 、 焦 性 ブ ド ウ 酸 １ ３ ％ 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 他 の 実 施 例 と し て 、 透 明 美 容 液 の 配 合 例 を 示 す 。 配 合 量 は 質 量 ％ で 示 す 。
　 ク マ ザ サ 熱 水 抽 出 物 （ ク マ ザ サ エ キ ス ） １ ０ ％ 、 ヒ ア ル ロ ン 酸 ナ ト リ ウ ム １ ０ ％ 、 ブ チ
レ ン グ リ コ ー ル ２ ０ ％ 、 水 溶 性 コ ラ ー ゲ ン １ ０ ％ 、 フ エ ノ キ シ エ タ ノ ー ル １ ０ ％ 、 精 製 水
４ ０ ％ 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 上 記 透 明 美 容 液 は 、 抗 菌 作 用 に 優 れ 、 特 に 皮 脂 の 分 解 、 ニ キ ビ の 改 善 に 効 果 が あ る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 前 記 ピ ー リ ン グ ジ ェ ル を 皮 膚 に 塗 布 し た 後 、 塗 布 面 を サ ラ ン ラ ッ プ で 覆 い 、 遠 赤 外 線 を
該 サ ラ ン ラ ッ プ 面 に 照 射 す る こ と で 一 層 の 効 果 を あ げ る こ と が で き る 。
　 こ の と き 、 ピ ー リ ン グ ジ ェ ル に ゼ オ ラ イ ト を 混 合 と す る と 、 毛 穴 の 汚 れ や 余 分 な 皮 脂 を
吸 着 す る 性 能 が 向 上 す る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 本 発 明 に 係 る ク マ ザ サ 熱 水 抽 出 物 （ ク マ ザ サ エ キ ス ） は 、 外 皮 薬 剤 、 美 容 パ ッ ク 剤 、 ピ
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ー リ ン グ ジ ェ ル 、 化 粧 水 等 の 外 皮 用 剤 の ほ か 、 内 服 す る こ と に よ り 血 流 を 流 れ や す く し て
心 筋 梗 塞 や 脳 梗 塞 を 予 防 す る 効 果 が 期 待 で き 、 さ ら に 活 性 酵 素 を 消 去 す る こ と に よ り 、 ガ
ン 、 糖 尿 病 、 慢 性 関 節 リ ウ マ チ 、 脳 神 経 疾 患 、 老 化 、 動 脈 硬 化 、 膠 原 病 、 免 疫 異 常 、 ぜ ん
そ く 、 シ ミ ・ ソ バ カ ス 等 の 予 防 、 改 善 も 期 待 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 外 皮 用 剤 の 製 造 工 程 を 示 す フ ロ ー 図 で あ る 。

【 図 １ 】
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